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に豊富に含まれる有機物のバクテリア等による分解によ

り，干潟から沖合へ放出されていることが考えられる。

また上記の傾向は野村ら（2002）が千葉県盤洲干潟で

行った既往の報告例とも一致した。しかしフラックスの

値は，盤洲干潟の3分の1程度であった。これは，盤洲

干潟がアサリ等の 枚貝類のような懸濁物食性の底生生

物が卓越しているのに対し，本人工干潟では，懸濁物食

性生物は優占種ではなく，盤洲干潟と比べて，甲殻類や

腹足類のような表層堆積物食性生物の割合が多いこと

が一つの原因であると考えられる。

シートにより囲うエリアの異なる人工干潟について，

各季節の2潮汐間の流入出フラックスを算出した結果，

すべての季節において人工干潟全域を囲ったエリアのフ

ラックスの方が，人工干潟のDL 0m以浅を囲ったエリ

アのフラックスよりも大きくなった。これは，国分ら

（2003），高山ら（2004），矢持ら（2003）の既往の

報告によりDL 0m～ 1.5mで底生生物のバイオマスと

種類数共に最大となることから，この水深帯を含む人工

干潟全域の方が，流入出する直上水に対する底生生物

の影響が大きくなり，懸濁態有機物の摂餌による取り込

みと溶存態無機栄養塩の排泄等による放出量が大きく

なったためであると考えられる。このように底生生物は

干潟の物質循環に大きく寄与することが明らかになっ

た。

DIN DIP DIN DIP DIN DIP DIN DIP

147 11.7 158 9.12 102 1.53 222 2.44

67.1 5.70 43.1 5.36 45.4 1.41 51.4 1.55

108 5.36 118 3.24 70.2 0.54 113 1.53

39.3 1.23 78.8 2.18 48.9 0.61 56.5 0.53

54.9 7.37 73.5 7.85 20.4 0.42 65.3 0.66

23.1 0.86 31.8 2.14 12.4 0.25 18.4 0.26

38.9 3.89 43.1 3.64 48.1 0.93 91.6 0.94

8.44 1.89 13.7 1.79 17.9 0.25 32.3 0.41

31.8 3.29 43.1 3.39 12.3 0.43

19.8 1.67 9.79 0.33 11.4 0.31

15.2 1.19 43.1 3.39 15.7 0.37 21.5 0.42

19.8 1.67 7.33 0.35
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µmol/m
2
/h µumol/L

TN DIN PON TP PO4 P POP Chl.a

21.JUL 15:00 09:00 44.4 15.4 52.2 8.44 0.83 1.67 12.4 DL:0m

04.AUG 13:00 10:00 97.5 110 109 4.95 7.62 7.67 23.1

13.OCT 15:00 09:00 55.0 13.8 39.4 2.00 1.44 2.72 10.3 DL:0m

02.NOV 13:00 10:00 60.9 30.9 107 4.71 6.14 4.81 14.2

26.JAN 11:00 09:00 38.2 3.41 27.2 0.18 0.55 0.82 2.36 DL:0m

16.FEB 11:00 05:00 69.3 5.83 41.3 1.50 1.39 5.78 5.67

Chl.a mgm-2h-1 molm-2h-1

表－１ 人工干潟底泥から直上水への無機栄養塩溶出速度と底泥間隙水の無機栄養塩濃度

表－２ 2潮汐間の人工干潟における流入流出フラックス（負の値は干潟への吸収）


